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◇
一
般
財
団
法
人
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

 
 

教
学
財
団
定
時
評
議
員
会
報
告 

去
る
七
月
十
二
日
（
月
）
午
後
二
時
よ
り
、
一
般
財
団
法
人
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
教
学
財
団
の
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
二
〇

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
の
審
議

が
な
さ
れ
た
。 

二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告
で
は
、
事
務
局
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
行
事
が
中
止
・
縮
小
開
催
と
な
っ
た

こ
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

ま
ず
、
毎
月
十
四
日
、
会
館
礼
拝
堂
に
て
常
例
法
座
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
四
月
か
ら
八
月
ま
で
中
止
と
し
、
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
も
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
中
止
と
し
、
ま
た
、
毎
年
七
月
第
三

金
曜
日
に
勤
修
さ
れ
る
会
館
永
代
経
法
要
も
中
止
と
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。 

親
鸞
聖
人
を
語
る
夕
べ
及
び
会
館
報
恩
講
法
要
は
、
勤
修
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
お
斎
（
食
事
）
は
せ
ず
、
例
年
と
比
べ
時
間
を
短
縮

し
て
実
施
し
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

教
学
研
究
室
の
行
事
と
し
て
は
、『
な
ぜ
人
は
カ
ル
ト
に
惹
か
れ
る

の
か
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
宗
教
』
と
の
講
題
で
、
真
宗
大
谷
派
玄
照
寺

の
瓜
生
隆
さ
ん
に
よ
る
公
開
講
座
が
三
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

次
に
、
二
〇
二
〇
年
度
決
算
報
告
に
お
い
て
は
、
事
務
局
よ
り
貸

借
対
照
表
及
び
収
支
計
算
書
を
提
示
さ
れ
、
流
動
資
産
に
つ
い
て
は
、

現
金
四
万
九
千
三
百
二
十
三
円
、
普
通
預
金
三
百
二
十
三
万
千
五
百

九
十
一
円
、
定
期
預
金
二
千
二
百
四
十
七
万
四
千
九
百
七
十
八
円
、

振
替
口
座
三
万
四
百
四
十
二
円
の
合
計
二
千
五
百
七
十
八
万
六
千
三

百
三
十
五
円
が
あ
り
、
前
年
度
決
算
額
二
千
四
百
三
十
五
万
四
千

三
百
四
十
一
円
よ
り
、
百
四
十
三
万
千
九
百
九
十
四
円
増
加
し
た

と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

事
業
活
動
収
入
の
部
で
は
、
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
講
座
受
講
料
収
入
の
大
幅
な
減
収
及
び
会
館
使
用

減
に
よ
る
受
取
賃
貸
料
収
入
の
減
収
と
な
っ
た
こ
と
、
永
代
経
法

要
及
び
四
月
か
ら
八
月
の
常
例
法
座
が
勤
修
さ
れ
た
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
懇
志
収
入
の
減
収
が
報
告
さ
れ
た
。 

事
業
活
動
支
出
の
部
に
お
い
て
は
、
行
事
の
中
止
や
縮
小
に
よ

り
、
す
べ
て
の
科
目
で
支
出
が
抑
え
ら
れ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。 次

に
、
二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り

事
業
収
入
の
部
に
お
い
て
、
講
座
受
講
料
収
入
を
聖
典
セ
ミ
ナ
ー

の
中
止
に
よ
り
０
円
と
し
た
こ
と
、
過
年
度
繰
越
金
と
し
て
百
四

十
万
円
を
設
定
し
、
事
業
活
動
収
入
計
六
百
万
二
千
五
百
円
と
し

た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

ま
た
、
事
業
活
動
支
出
の
部
に
お
い
て
は
、
修
繕
費
支
出
に
お

い
て
、
礼
拝
堂
床
工
事
経
費
等
と
し
て
百
五
十
万
円
の
増
額
、
こ

れ
は
六
月
初
旬
に
礼
拝
堂
床
面
よ
り
羽
蟻
が
発
生
し
、
床
下
に
シ

ロ
ア
リ
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
礼
拝
堂
床
工
事
経
費
で
あ
る
と

の
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
、
ま
た
諸
謝
金
支
出
で
は
、
中
止
と
な

っ
た
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
礼
分
を
減
額
し
、
事
業
活
動
支
出
計

六
百
万
二
千
五
百
円
と
し
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

最
後
に
、
事
務
局
よ
り
本
定
時
評
議
員
会
の
終
結
と
同
時
に
理

事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
期
が
満
了
、
退
任
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
新
た
に
理
事
、
監
事
、
評
議
員
を
選
任
し
閉
会
し
た
。 
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別
紙
に
て
教
学
財
団
事
業
報
告
・
会
計
決
算
・
補
正
予
算
・
財
団
理
事
・
監
事
・

評
議
員
名
簿
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
『
真
宗
入
門
講
座
』
開
催 

高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
主
催

に
よ
る
『
真
宗
入
門
講
座
』
が
、
七
月

十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
『
真
宗
入
門
講
座
』

は
、
若
い
方
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で

年
齢
を
問
わ
ず
、
浄
土
真
宗
の
み
教

え
触
れ
て
、
ご
縁
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
一
回
開

催
す
る
も
の
で
、
毎
年
、
多
く
の
方
の

参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

 

今
回
は
、
伏
木
組
禅
龍
寺
安
居
美

可
子
師
に
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
身
近
な
話
題
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
ご
自
身
の
体

験
か
ら
の
お
話
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
改
め
て
、
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
」
、「
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
気
の
張
っ
た
生
活
が
続

く
と
思
う
。
自
分
自
身
の
生
き
方
、
生
活
の
う
え
で
、
苦
し
み
を
よ
ろ
こ
び
に
変
え

て
い
く
、
心
の
持
ち
方
が
大
切
で
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
」
な
ど
、
今
の
コ
ロ
ナ

禍
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
と
の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
対
策
を
万
全
に
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
研
修
会
等
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。 

★
会
館
永
代
経
法
要
勤
修
さ
れ
る 

 

去
る
七
月
十
六
日
（
金
）、
会
館
永
代

経
が
勤
修
さ
れ
た
。
昨
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
と
し
た
が
、
本
年
は
午
前
十
時
か

ら
、
日
中
の
一
座
の
み
と
し
、
高
岡
教

区
講
社
連
盟
の
方
々
、
そ
し
て
毎
月
の

常
例
布
教
に
お
参
り
の
方
々
な
ど
、
有

縁
の
方
々
が
七
十
名
余
り
お
参
り
さ

れ
、
森
尾
淳
章
教
務
所
長
導
師
の
も

と
、
参
加
者
一
同
が
一
緒
に
正
信
偈
の

お
勤
め
を
し
た
。 

例
年
で
あ
れ
ば
、
日
中
・
逮
夜
と
二

座
、（
正
信
偈
・
阿
弥
陀
経
）
お
勤
め
し
、

教
区
布
教
団
の
布
教
大
会
と
し
て
四

名
の
方
の
法
話
が
な
さ
れ
る
が
、
本
年
は
、
川
上
組
浄
教
寺
立
川
証
師
、
並
び
に
川

上
組
本
福
寺
栗
山
宣
雄
師
の
お
二
人
が
お
ひ
と
り
三
十
分
ず
つ
法
話
を
さ
れ
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
昨
年
は
会
館
永
代
経
法
要
が
勤
修
さ
れ
ず
、
残
念
で
あ
っ
た
。」「
本

年
は
、
一
座
で
も
会
館
永
代
経
法
要
が
勤
修
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど
声
が
聞
こ
え

た
。 正

午
に
は
ご
法
話
も
終
了
し
、
最
後
に
、
お
斎
（
お
弁
当
）
を
配
付
し
終
了
し
た
。

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

法
要
を
勤
修
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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◆
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

中
央
委
員
会
を
終
え
て 

去
る
七
月
八
日
、
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
も
感
染
症
対
策
と
し
て
ウ
ェ
ブ
の
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
り
ま
し
た 

初
め
に
報
告
事
項
と
し
て
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

内
容
は
四
月
～
六
月
ま
で
の
重
プ
ロ
推
進
室
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み
で
し
た
。

西
本
願
寺
グ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ン
グ
や
子
ど
も
食
堂
助
成
金
の
報
告
、
教
区
・
特
区
に

お
け
る
活
動
計
画
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

金
額
の
提
示
、
支
援
先
と
配
分
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
募
金
自
体
は
間
違

い
で
は
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
見
る
事
の
で
き
な
い
原
因
や
、
子
ど
も

の
親
た
ち
の
苦
悩
を
取
り
除
く
た
め
に
募
金
が
使
わ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
の
あ
た

り
が
不
明
確
で
、
お
金
を
集
め
事
業
に
使
う
。
そ
し
て
そ
の
結
果
現
実
の
苦
悩
が
取

り
除
け
る
の
か
が
リ
ン
ク
し
て
こ
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
協
議
事
項
と
し
て
「
新
た
な
日
常
に
お
け
る
実
践
運
動
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
宗
派
か
ら
は
新
し
い
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
や
冊
子
の
作
成
の
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
伝
道
教
化
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
一
般
の
（
浄
土
真
宗

に
普
段
ご
縁
の
な
い
）
方
々
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の
宣
伝
効
果
が
あ
る
の
か
は
疑
問

で
す
。
い
ま
ま
で
か
ら
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
さ
れ
て
き
た
は
ず
。
新
た
な
運

動
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
り
ま
し
た
。 

最
後
に
意
見
具
申
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
意
見
具
申
を
提
出
し
た

の
は
高
岡
教
区
一
教
区
の
み
で
し
た
。
意
見
具
申
の
内
容
は
五
月
に
惹
起
し
た
富
山

県
下
で
の
「
過
去
帳
開
示
問
題
」
を
受
け
て
、
①
宗
派
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
研

修
の
徹
底
な
ど
今
後
の
全
教
団
的
な
取
り
組
み
を
求
め
る
②
本
件
の
経
緯
説
明
、
並

び
に
宗
派
の
受
け
止
め
と
対
応
を
『
宗
報
』
で
全
教
区
、
組
、
寺
院
に
周
知
す
る
こ

と
を
求
め
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
高
岡
教
区
と
し
て
は
二
〇
一
二
年
安
芸
教
区

で
惹
起
し
た
「
過
去
帳
開
示
問
題
」
を
教
訓
と
し
た
人
権
啓
発
僧
侶
研
修
会
を
初
め

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
実
効
性
を
ど
れ
だ
け
宗
派
が
把
握
し
て
い
た
の
か
、
ま
た

約
十
年
後
に
同
じ
開
示
問
題
が
惹
起
し
た
事
の
重
大
性
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。「
地
方
で
起
き
た
事
件
」
と
い
う
風
に
事
を
矮
小
化
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う

に
求
め
た
も
の
で
し
た
。
協
議
で
は
他
の
中
央
委
員
か
ら
事
の
重
大
性
を
指
摘
す
る

声
と
宗
派
と
し
て
の
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
意
見
具
申

を
受
け
て
武
野
公
昭
総
務
が
総
局
見
解
を
発
表
し
「
安
芸
教
区
の
開
示
問
題
で
確
認

さ
れ
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
さ
な
か
に
今
回
の
開
示
問
題
が
起
こ
っ

た
こ
と
は
誠
に
痛
恨
の
極
み
」
と
し
た
上
で
、
宗
報
で
過
去
帳
等
取
扱
基
準
の
周
知

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
得
度
や
教
師
習
礼
、
門
徒
推
進
員
の
研
修
会
で
も
学
び
を

徹
底
し
、
全
教
区
に
過
去
帳
等
取
扱
基
準
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
の
開
催
、
ま
た
全

組
長
に
僧
侶
研
修
会
・
実
践
運
動
研
修
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ

と
を
要
請
し
て
い
く
、
と
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。 

安
芸
教
区
の
過
去
帳
開
示
問
題
か
ら
約
十
年
。
事
件
を
知
ら
な
い
僧
侶
も
増
え
て

き
て
い
る
事
、
ま
た
当
時
研
修
を
受
け
た
僧
侶
に
し
て
も
時
が
経
つ
に
つ
れ
事
の
重

大
性
が
薄
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
過
去
帳
を
開
示
す
る
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
、
な
ぜ
、
こ
れ
が
差
別
問
題
と
な
る
の
か
。
こ
の
学
び

を
何
度
も
行
う
事
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
『
宗
報
』
に
事
の
経
緯
と
教
団
の

今
後
の
対
応
を
載
せ
る
事
で
私
た
ち
に
注
意
喚
起
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
は
差
別
・
被
差
別
か
ら
の
解
放
の
解
放
と
い
う
願
い
の
も
と
、
こ
の
機
会
に
再

度
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
実
践
運
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

【
中
央
委
員
・
高
岡
教
区
委
員
会
副
委
員
長 

城
野
至
界
】 
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】
靜 

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 5:35～5:45 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎８／28（土）：吉田 俊逸氏 

（本願寺派布教使・福井教区若狭組西光寺 元住職） 

「人 生 の下 り坂 に立 って思 うこと」  

◎９／４（土）：井上 慶永氏 

（本願寺派布教使・新潟教区巻組妙光寺 住職） 

「仏 様 からのプレゼント」  

◎９／11（土）：井上 慶永氏 

（本願寺派布教使・新潟教区巻組妙光寺 住職） 

「ご法 事 は仏 さまの願 いに出 あう場 所 」  

□９／12（日）：未  定 

（富山教区） 

◎９／18（土）：井上 慶永氏 

（本願寺派布教使・新潟教区巻組妙光寺 住職） 

「コロナ差 別 に思 うこと」  

◎８／21（土）：井上 慶永氏 

（本願寺派布教使・新潟教区巻組妙光寺 住職）

「浄 土 真 宗 から見 たネット社 会 」  

□８／26（日）：未  定 

（富山教区） 

【西本願寺高岡会館９月の常例法座】 

ご講師：平 野 明 英 

（富山教区立山組満法寺） 

ご講題：『浄土真宗の学びとは？』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（8/14～9/30）◇  

 ８月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

 

19 

23 

 

25 

26 

 

27 

 

29 

 

９月 

１ 

２ 

３ 

13 

14 

16 

18 

 

24 

25 

27 

30 

常例法座 

 教務所盆休み（～17） 

 

得度講習会（福光教堂）

～24 

得度考査（福光教堂） 

僧侶研修会スタッフ研

修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

僧侶研修会① 

常例法座 

 

千鳥ヶ淵全戦没者追悼

法要（web） 

僧侶研修会② 

僧侶研修会③ 

公聴会（DVD） 

 

 

仏婦広報委員会 

 

 

 

 

 

仏婦・寺女合同実践運動

研修会（延期） 

仏壮研修会（延期） 

 

 

ビハーラ研修会 

布教団実践運動研修会 

保護司研修会（web） 

 

 

北同推研修交流会（富山） 

 

 

 

 

 

教誨師研修会（web） 

 

 

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかが

でしょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下

さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 
・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


